
最新情報は、ホームページでご確認ください http://www.kokorogake.org/

特定非営利活動法人 心の架け橋いわて事務局
ホームページの問い合わせフォームから申し込み
〒020-0013　岩手県盛岡市愛宕町11-10-407（担当 濱守、佐々木）
tel/fax.019-651-2117

〈応募・問い合わせ-information-〉 主催：特定非営利活動法人 心の架け橋いわて（こころがけ）-Kokorogake-　
協力：一般社団法人 震災こころのケア・ネットワークみやぎ（からころステーション）-Karakoro Station-
　　 特定非営利活動法人 相双に新しい精神科医療保健福祉システムをつくる会（なごみ）-Nagomi- 
後援：日本精神科救急学会、Japan Society、米国日本人医師会、JAMSNET、JAMSNET東京、JAMSNETAsia、
　　  岩手県、盛岡市、一般社団法人福島県精神保健福祉協会ふくしま心のケアセンター、リコージャパン（株）
助成：ローズ基金

国連防災世界会議 パブリックフォーラム

「大規模災害被災地への
   長期メンタルヘルス支援」

（復興庁「新しい東北」先導モデル事業 心の架け橋いわて第6回災害復興メンタルヘルス研修会併催）
“Long-term Mental Health Support for Affected Communities after the Catastrophic Disaster”

UN World Conference on Disaster Reduction, Public Forum　

プログラム

Union is Power!
東日本大震災からまもなく4年。

被災地では住民へのメンタルヘルスケアがますます大きな課題となっています。

しかし、震災以前から地域が抱えてきた支援専門家の不足は今も解消されていません。

本フォーラムでは、これまでのメンタルヘルス支援を振り返り、

これから各世代に発生しうる課題およびそれらに必要とされる

長期支援システムや人的資源の育成について、学際的な討論をおこないます。

At this forum we will look back upon mental health care activities by several 

outreach  teams  a f ter  the  Great  Eas t  Japan  Ear thquake ,  and  an  

interdisciplinary discussion will take place about the problems that could 

emerge for various age groups and the required long-term community-based 

mental health support systems including cultivation of human resources. 

■第１部 -Part１-　10：00−12：00
基調講演
-Keynote Lectures-

「災害復興における個人のレジリエンスと地域のレジリエンス」
“Indivisual and Community Resilience in Disaster Recovery”

東北被災3県アウトリーチチーム「ここ・から・なごみ」によるシンポジウム
-Symposium by Three Outreach Teams of Iwate, Miyagi and Fukushima-

「長期メンタルヘルス支援と新しいネットワーキング」
“Long-term Mental Health Support and New Networking”

■第2部 -Part２-　13:00−15:30

定員
（仙台会場）

◎市営地下鉄南北線 勾当台公園駅 公園2出口より徒歩1分

サテライト会場／東京・盛岡・釜石

TKP Garden City Sendai Kotodai(Sendai Park Bldg.) 3-6-1 Kokubun-cho, Aoba-ku, Sendai 
◎1 minute walk from Tokodai-Koen station on the Sendai Subway Nanboku Line

主会場／
PLACE

2015.3.14〈sat.〉
Admission Free

日時／
DATE

Program

入場無料10：00～15：30



司会 -Chairperson-

長谷川朝穂 -Asaho Hasegawa-、鈴木 満 -Mitsuru Suzuki-
（こころがけ -Kokorogake-）

司会 -Chairperson-

鈴木 満 -Mitsuru Suzuki-、矢永 由里子 -Yuriko Yanaga-
（こころがけ -Kokorogake-）

国連防災世界会議 パブリックフォーラム

「大規模災害被災地への
   長期メンタルヘルス支援」

UN World Conference on Disaster Reduction, Public Forum

演目 -Program-

第2部 Part２ 13:00−15:30

東北被災3県アウトリーチチーム「ここ・から・なごみ」※による
シンポジウム 
-Symposium by Three Outreach Teams of Iwate, 

　Miyagi and Fukushima-

「長期メンタルヘルス支援と
 新しいネットワーキング」
“Long-term Mental Health Support and
  New Networking”

「石巻圏での新たなメンタルヘルスネットワークの構築」
原 敬造（からころステーション）
Keizo Hara（Karakoro）： Construction of 
the New Mental Health Network in Ishinomaki Area.

■講演１　-Lecture１-

「相双地域におけるネットワーキングの実際」
大川 貴子（なごみ）
Takako Ohkawa（Nagomi）： Actual Networking in Fukusima
Region.-

■講演２　-Lecture２-

■総合討論  -Discussion-

「遠隔メンタルヘルス支援と新しいネットワーキング」
鈴木 満（こころがけ）

■講演３　-Lecture３-

Mitsuru Suzuki（Kokorogake）：Remote Mental Health 
Support and Innovative Networking.

第1部 Part１ 10：00−12：00

「災害復興における個人の
 レジリエンスと地域のレジリエンス」

基調講演　-Keynote Lectures-

“Individual and Community Resilience in
  Disaster Recovery”

「地域のレジリエンスをたかめるには
 -日本で”最も”自殺の少ない町の調査から-」
岡 檀（和歌山県立医科大学）

※「ここ・から・なごみ」:被災地での長期アウトリーチ活動を続けている「こころがけ」（岩手）、「からころステーション」（宮城）、「なごみ」（福島）の3団体は、2014年から連携協力を進めています。

■講演２　-Lecture２-

■総合討論  -Discussion-

「日本イスラエイド・サポートプログラムによる地域の
 レジリエンス構築への革新的アプローチ
 -アジア、中東、アフリカでの事例から-」

■講演１　-Lecture１-

Yotam Politzer and Eitan Oren（IsraAID/JISP 一般社団法人日本
イスラエイド・サポート・プログラム）："IsraAID/JISP Innovative 
Approach for Building Community Resilience - Case Studies 
from Asia, the Middle East and West Africa." 

Mayumi Oka (Wakayama Medical University): How Can We 
Increase Resilience in the Community? ; A Study on the Area with 
the "Lowest" Suicide Rate in Japan.

“Long-term Mental Health Support for Affected Communities after the Catastrophic Disaster”
（復興庁「新しい東北」先導モデル事業 心の架け橋いわて第6回災害復興メンタルヘルス研修会併催）


